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自己を理解し、「なりたい自分」になろうと学ぶことができる児童の育成 
―自己理解・自己管理能力と課題対応能力の育成に焦点を当てた総合的な学習の時間の授業展開― 

千葉市立越智小学校 教諭 桂嶽 大介 

 

≪研究の概要≫ 

 本研究は、６年生の総合的な学習の時間において、「なりたい自分」をテーマに個人研究の学習を進めていく中

で、キャリア教育を通して育てるべき基礎的・汎用的能力である「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」を

育成する方法を明らかにしたものである。自己理解が深まるように様々な視点から自己分析をする実践を行った。

課題対応能力を高めるために、個人研究ではPDCAサイクルを重視し、課題達成に向けて学習を進めた。その結

果、児童は自分の長所や短所、性格などについての理解が深まり、自分に合った目標や課題を持ちやすくなった。

また、課題追究をする際に計画や分析を繰り返し行うことの大切さを理解することができた。

 

１ 問題の所在 

 昨今Society5.0時代の到来が予想され、急激な社会

変化に対応できる子供たちの育成が求められている。

また、勤労観・職業観の希薄化、フリーター志向の広

まり、いわゆるニートと呼ばれる若者の存在が社会問

題化している現状を踏まえ、自分の課題を発見し、主

体的に解決に向けて取り組み、児童たちが将来への見

通しを持てるようにすることが必要であると考える。 

 今年度より、全校でキャリア・パスポートを作成す

ることとなった。本校を含め、様々な学校から「キャ

リア・パスポートの取り組み方がよくわからない」「記

録する用紙はどのようなものがよいか」などと言った

声が聞かれる。また、国立教育政策研究所の『キャリ

ア教育リーフレット』にも「どのように記録をさせる

のか」という検討課題も記されている。「よくわからな

いから、とりあえずやろう」という意識で児童に取り

組ませても、効果はないと考える。小学校から高等学

校までつながっていくキャリア教育の一環として、効

果的な活用方法を見出していくことが必要である。そ

こで、キャリア・パスポートと教科の学習を関連させ

ることが効果的な活用方法だと考えた。 

 本校の児童は、のどかな自然に囲まれて育ち、穏や

かで思いやりの気持ちを持った行動ができたり、他者

からの助言を素直に受け入れたりすることができる。

その反面、主体的に行動したり、課題に向かって自分

で考えて努力したりすることが苦手である。そういっ

た実態から、自分のことを分析することで自分の長所

や短所について理解させ、自分自身を成長させる課題

を見付け、追求する機会を設定することが必要だと考

える。また、本学級の児童は自己肯定感が低く、自分

の良さについて自信をもてない児童が多い。発達段階

からみて、精神的に不安定になりやすい時期ではある

が、自分の良さについて考え、気付くことが必要であ

ると考えた。そこで、児童の自己理解能力や課題対応

能力を育てたいと考え、本研究を定めた。 

２ 研究の目的と方法 

(1)研究の目的 

キャリア教育を通して育てるべき基礎的・汎用的能

力である「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」

を育成することで、自己を理解し、「なりたい自分」に

なろうという思いを持って学ぶことができる児童の育

成を目的とする。 

(2)研究の方法 

①研究主題に関する基礎的理論研究 

ア キャリア教育を通して育てる基礎的・汎用的能力に

ついて 

イ キャリア・パスポートについて 

②「なりたい自分」を目指すことができる授業づくり 

ア 指導計画の作成 

イ 自己分析の活動 

ウ 課題追究の活動 



1-2 

３ 研究の内容 

(1)研究主題に関する基礎的理論研究 

①キャリア教育を通して育てる基礎的・汎用的能力に

ついて 

 基礎的・汎用的能力は「人間関係形成・社会形成能

力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャ

リアプランニング能力」の四つで構成されている。中

央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職

業教育の在り方について（答申）」によると「この四つ

の能力は、それぞれ独立したものではなく、相互に関

連・依存した関係にある」とされている（[図１]）。 

 

[図１]四つの基礎的・汎用的能力の相関図 

 そこで、「自己理解・自己管理能力」と「課題対応能

力」が関わりあっていることを踏まえ、課題対応能力

を高めることに、「自己理解・自己管理能力」の高まり

が大きく関係していると考えた。「課題対応能力」とは、

「課題を発見・分析し、適切な計画を立ててその課題

を処理し、解決する力」のことである。その力を伸ば

すためには、「自己理解・自己管理能力」の定義である

「今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基

づき主体的に行動する」ということが重要になってく

る。自己理解が深まることで、自分に合った課題を見

付け、課題達成に向けて主体的に取り組むことができ

るであろうと考えた。「自己理解・自己管理能力」が土

台にあり、その上に「課題対応能力」が育成されてい

く。つまり、「自己理解・自己管理能力」の高まりが大

きければ大きいほど、「課題対応能力」の高まりも大き

くなるのである（[図２]）。 

 

 [図２]自己理解・自己管理能力と課題対応能力の関わり 

②キャリア・パスポートについて 

「キャリア教育の場面においては、学習や活動の内

容を記録し、振り返ることは、教師にとっても、児童

生徒にとっても意義があります。」と、文部科学省国立

教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター『キ

ャリア教育リーフレット特別編』にも書かれている。

また、同著において、アンケートやポートフォリオ等

の実施を全体計画に盛り込んでいる学校の「児童・生

徒は自己の生き方や進路を真剣に考えている」という

結果が全国アンケートから得られているとしている。

このようなことから、キャリア・パスポートを効果的

に活用することが、キャリア発達に大きくつながる。

総合的な学習の時間の「なりたい自分」を目指す学習

では、PDCAサイクルを重視して取り組んでいく。そ

の中のC（評価）とA（改善）の一端をキャリア・パ

スポートが担い、キャリア発達につなげていけるよう

にする（[表１]）。 

[表１]キャリア・パスポートと総合的な学習の時間の関連 

 学習内容 C自己評価・A改善 

6月 ドリームプロジェクト①（自己

分析）「自分を知ろう」 

キャリア・パスポート① 

※なりたい自分の設定 

7月  

8月 ドリームプロジェクト②（課題

追究）「目標に向かって取り組

もう」 

・目標設定 

・計画 

・実践 

・評価 

・改善 

 

9月  

10月 キャリア・パスポート② 

※途中経過・計画の修正 

11月  

12月  

1月 キャリア・パスポート③ 

※課題追究の成果と課題 

2月 ドリームプロジェクト③（まと

め）「ドリームマップを作ろう」 

 

3月 キャリア・パスポート④ 

※６年生の振り返りと中

学生に向けて 
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(2)「なりたい自分」を目指すことができる授業づくり 

 「なりたい自分」を目指す学習として総合的な学習

の時間において「ドリームプロジェクト」をテーマに

設定した。ドリームプロジェクトを３部構成とし、指

導計画を立てた（[表２]）。 

[表２]総合的な学習の時間の指導計画 

部 小単元 〇学習内容  

【 】ねらいとする基礎的・汎用的能力 

１ 自己分析 〇自己分析の学習を通して、自分の良さや

課題に気付く。 

【自己理解・自己管理能力】 

２ 課題追究 〇自己分析をもとに目標（伸ばしたい

力）を決め、目標を達成するための

計画を立て、実践していく。 

【課題対応能力】 

３ 将来について

考える 

〇自己分析や課題追及の学習を振り

返り、ドリームマップを作る。 

【キャリアプランニング能力】 

 キャリア教育における基礎的・汎用的能力を高める

ために、自己分析の学習では、「自己理解・自己管理能

力」を、課題追究の学習では、「課題対応能力」を育成

する指導計画を立てた。 

①自己分析 

 「なりたい自分」を目指すには、自分の現状を知る

必要がある。「自分の長所や良さは何か」、「課題やもっ

と力を付けたいことは何か」、といったことを自己分析

することで、今の自分に合った目標が立てられると考

えた。また、目標（課題）を設定しても、追求してい

くための意欲が乏しいと活動が持続せず、結果的に目

標の達成にはつながらない。自己分析をし、自分の長

所や良さを理解することで自己肯定感を高めることが

できると考える。この自己理解の高まりは、課題追究

をするための素地になるものであり、意欲と持続する

ことにもつながってくる。そのために、様々な視点か

ら自己分析できるように五つの自己分析の学習を設定

した。 

 学習を設定するにあたり、佐久間・遠藤・武藤（2000）

による「自己理解抽出内容分類カテゴリー」（[表３])

表を参考にした（[表４])。 

[表３]自己理解抽出分類カテゴリー 

カテゴリー 具体例 

身体的・外的属性 名前、性別、見た目 

行動 よくしゃべる、規律を守る、勉強ができ

る、走るのが速い 

人格特性 明るい、おもしろい、優しい、素直、真

面目 

 [表４]自己分析の指導計画 

 学習活動 ねらい 

【自己理解抽出内容カテゴリー】 

ア ぼく・わたしの

説明書 

自分の基本的な情報について理解

する。【身体的・外的属性】 

イ X さんからの手

紙 

他者から伝えられた自分の長所や

良い行動について理解する。【行動】 

ウ エゴグラム 科学的・統計的な結果から自分の性

格について理解する。 【人格特性】 

エ ジョハリの窓 自分で気付いていない良さに気付

く。【行動】【人格特性】 

ア ぼく・わたしの説明書 

 自分のことについて質問が書いてあるワークシート

（自己紹介カードのようなもの）に質問の答えを書い

ていき、自分を改めて見つめる活動を行った。自分で

自分の説明書を書いた後に、数人の友達に書いてもら

うようにした。自分では質問に答えられない項目を、

友達が答えてくれることで自分の得意なことや性格な

どを知るきっかけとなった。また、自分のことをじっ

くり考えて記入するので、自分を見つめることもでき

た。 

 

自分では書けないところもあったけど、友達が書いてくれ

て「そうかもしれないな」と思った。 

 今まで考えなかったことも考えて説明書を書いたので、楽

しかった。 

[資料１]「ぼく・わたしの説明書」ワークシートと児童の感想 

イ Xさんからの手紙 

 自分以外の誰かが書いてくれた、「自分の良いところ

が具体的に書かれた手紙」を数枚読み、自分の良さを

発見する活動である。友達へ書く手紙の差出人を「Xさ

んより」にすることで、匿名だからこそ書ける今まで

自分で記入する欄 友達が記入する欄 
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の感謝の気持ちや伝えたい思いなどが素直に書けた。

ただし、内容については相手が嫌な思いをするもので

ないかどうか机間指導をしながら教師が確認していっ

た。手紙をもらった児童は真剣に読み、書かれている

内容にうれしい感情を抱いた。友達から具体的に良い

面を伝えられることで、自分の良さに気付き自信を持

つことができた。 

 

 

[資料２]「Xさんからの手紙」ワークシートと児童の感想 

ウ エゴグラム 

 エゴグラムとは、「エリック・バーンの交流分析にお

ける自我状態をもとに、弟子であるジョン・M・デュセ

イが考案した性格診断法で、人の心を５つに分類し

（[表５]）、その５つの自我状態が放出する心的エネル

ギーの高さをグラフにしたもののこと」¹⁾である。「は

い」か「いいえ」で答えることができる 50個の質問に

答え、結果を折れ線グラフに表すことで自分の性格と

傾向を知る活動を行った。 

[表５]５つの分類 

CP 責任感が強く厳格で、理想を持って行動する 

NP 思いやりがあり、やさしく、世話好きで、受容的 

A 現実的で、理性的、クール、冷静沈着 

FC 感情を隠さず、明朗快活、創造的、本能に基づいて行動する 

AC 感情を押し隠す、遠慮がち、他者の顔色を見て行動する 

科学的・統計的な観点から導き出された性格診断の

結果に肯定的な振り返りを書く児童が多かった。質問

紙に回答することで得られる結果ということもあり、

これまでの自己分析の活動よりも客観的に自分を知る

ことができていた。 

 

 

[資料３]「エゴグラム」ワークシートと児童の感想 

エ ジョハリの窓 

 ジョハリの窓とは、自己分析に使用する心理学モデ

ルの一つであり、自己調査カードと他者調査カードに

記入し、自分自身が見た自己と、他者から見た自己の

情報を分析することで、四つに区分して自己を理解す

る活動である（[表６]）。 

[表６]四つの区分 

 自己調査と他者調査カードを分析することで、自分

では気付いていない良さ（盲点の窓）が一番多い児童

がほとんどであった。そこから、自分自身の良さを理

解することの大切さに気付くことができた（[資料４]）。 

 

 

 

  

[資料４]「ジョハリの窓」ワークシートと児童の感想 

開放の窓 自分も他人も知っている良さ 

盲点の窓 自分は気付いていないが他人は知っている良さ 

秘密の窓 他人は知らないが自分は知っている良さ 

未知の窓 自分も他人も知らない良さ 

盲点の窓が一番多かったので、もう少し自分で気付こうと思いました。 

盲点の窓が多かったので、自分で気付けるいいチャンスになった

なあと思いました。 
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②課題追究 

ア P（計画） 

自己分析を基に、児童一人一人が課題を設定するよ

うにした。自己分析をしたことによって、自分の良さ

や得意なこと、興味のあること、将来の夢などについ

ての理解が深まり、課題設定をする際には、それらの

観点からほとんどの児童が課題を設定していた（[表

７]）。自己分析により知り得た自分のポジティブな側

面（得意なことや興味のあること、将来の夢など）か

ら課題を設定したことにより、意欲的に課題追究に取

り組むことができた。また、児童自ら考えた課題に対

して、「自分の力でやっていけそうか」「学校で行える

ことか」「継続的に取り組めるか」などの観点に着目し

て、担任と相談しながら課題を最終決定していけるよ

うにした。課題設定の段階において、ある程度の見通

しを持つことで、課題追究の学習を進めていく中で、

「やっぱり無理だから課題を変更しよう。」となってし

まうことを減らすことができた。 

[表７]自己分析と児童が設定した目標（課題）※一部抜粋 

そして、その目標（課題）に向けて、どのように追

究していくか計画を立てた（[資料５]）。３か月間とい

う長期的な計画ということで、見通しを持つことがで

きない児童もいたが、後から修正してもよいことを伝

えることで現段階での計画を立てることができた。 

 
 [資料５]計画のワークシート 

イ D（実行）、C（評価）、A（改善） 

一人一人が計画を基に、調べたり練習したりと課題

追究を行った。コンピュータで調べる児童、ダンスや

毛筆を練習する児童など、活動内容や活動場所も多岐

に渡る。それぞれの活動を把握し、進捗状況を確認し

ていくために、活動予定と振り返り表を活用した

（[資料６]）。 

 

 

[資料６]活動予定と振り返り表 

 このような振り返りを毎時間行うことで、次の活動

では何に取り組んでいけばよいか見通しを持つことが

できたり、細かな計画の修正をしながら実践に生かし

たりすることができた。キャリア・パスポートは「大

きな振り返り」として、活動予定と振り返り表は「細

かい振り返り」として位置付け、活動の評価と改善の

両輪を担うようにした（[図３]）。 

 

[図３] キャリア・パスポートと振り返り表の位置付け 

 

 

関連 目標（課題） 

得意 ５０ｍ走のタイムを７秒台にするには 

興味 ピアノを上手に弾けるようになるには 

将来の夢 調理師になるには 

D（実行） C（評

価） 

A（改善） 

P（計画） 

人の特ちょうをつかんで似顔絵をかく。 
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４ 研究のまとめ 

(1)成果 

①自己理解・自己分析能力の高まり 

 自己分析の学習を通して、今までは気付けなかった

新たな自分を発見したり、自分の良さに自信を持った

りすることができ、「自己理解・自己管理能力」が高ま

ったと考えられる（[図４]）。また、自分の興味がある

ことや好きなことを見つめることで課題追究に向けて

目標を立てる手掛かりにもつながった。 

 

[図４]自己理解・自己管理能力の変容 

②課題対応能力の高まり 

 課題追究の学習を通して、見通しを持って学習する

ことができるようになったと答える児童が増えた。目

標に向けて何をするべきかを考えながら学習に取り組

んだことや、「活動予定と振り返り表」を毎時間記入し

たことが効果的だったと考えられる。目標達成のため

に必要だと考え、実行してみたものが効果的だったか、

効果的ではなかったかを分析し、次時に行う活動を考

えている児童の姿も多く見られた。また、わからない

ことを自分から進んで調べることができる児童も増え

た。これは、自己理解の高まりと課題追究の学習意欲

の相関関係により、課題対応能力が高まったと言える。 

 

① 何かをするときに、見通しを持って計画的に取り組んでいますか。 

② わからないことがあったら、自分から進んで調べていますか。 

③ 集めた情報の中から、その時の自分に必要な情報が選べますか。 

④ やるべきことの中から、優先順位をつけて行動していますか。 

[図５]課題対応能力の変容 

(2)課題  

 課題対応能力の中の「集めた情報の中から、その時

の自分に必要な情報が選べますか」や「やるべきこと

の中から、優先順位をつけて行動していますか」とい

う項目については、児童のアンケート結果は高いが、

教師からの見取りでは、それほど高まりを感じること

ができなかった。調べた情報を選ばず、全てノートに

書き写したり、課題達成のために必要なことを全て行

おうとしたりと、「必要なことを選んで行う」というこ

とについては不十分な児童も多かった。このような能

力を育成する方法を明らかにしていく必要がある。 
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① 自分の長所（よいところ）がわかりますか。 

② 自分の短所（直したいところ）がわかりますか。 

③ 自分の目標に向かって、毎日の生活の中で努力していますか。 

④ 自分の良さを生活の中で生かそうとしていますか。 


